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示
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次
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〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記

冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
九
月
四
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

発
行
年
月
日

令
和
二
年
二
月
十
七
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｚ
二
〇
〇
九
七
二
五

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
八
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記

冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
九
月
四
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

発
行
年
月
日

令
和
七
年
四
月
三
日

旅
券
番
号

Ｍ
Ｖ
〇
〇
〇
五
五
七
八

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
七
十
号

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
八
年
四
月
二
十
四
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
四
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

１
登
録
番
号
、
肥
料
の
種
類
及
び
名
称
並
び
に
生
産
業
者
又
は
輸
入
業
者
の
名
称
及
び
住
所

有
効
期
間
が
令
和
11年
４
月
24日
と
な
っ
た
も
の

登
録
番
号

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

名
称

住
所

生
第
62068号

液
状
肥
料

有
機
入
り
液
体
複
合
肥
料

バ
イ
ト
ロ
ー
ゼ

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ

岐
阜
県
岐
阜
市
川
部
２
丁

目
149番

地
生
第
62069号

液
状
肥
料

有
機
入
り
液
体
複
合
肥
料

ゼ
ラ
ン
S

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ

岐
阜
県
岐
阜
市
川
部
２
丁

目
149番

地
生
第
70249号

化
成
肥
料

複
合
燐
加
苦
土
安
750

片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株

式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北

一
丁
目
８
番
10号

生
第
82554号

液
状
肥
料

微
量
要
素
入
り
液
肥
特
号
住
友
化
学
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二

丁
目
７
番
１
号

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
九
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
四
日

総
務
大
臣

林

芳
正

一

名

称

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
国
際
緊
急
援
助
活
動
派
遣
作
戦
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
八
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
二
九
）

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
外
務
二
七
七
、
二
七
八
）

〇
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
件

（
農
林
水
産
一
三
七
〇
）

〇
生
産
業
者
及
び
輸
入
業
者
の
名
称
及
び
住

所
の
変
更
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
一
三
七
一
）

〇
肥
料
の
登
録
が
失
効
し
た
件

（
同
一
三
七
二
）

〇
肥
料
を
登
録
し
た
件

（
同
一
三
七
三
、
一
三
七
四
）

〇
電
気
用
品
安
全
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に

基
づ
き
事
業
所
の
変
更
を
し
た
件

（
経
済
産
業
一
一
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
と
と

も
に
、
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
国
土
交
通
一
一
一
一
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
一
一
二
、
一
一
一
五
〜
一
一
一

七
）

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適

用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
令
和
八
年
熊
本
地
震
に

よ
る
災
害
に
関
し
、
特
定
非
常
災
害
の
被

害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
延
長
の
措
置
の
対
象
と
な
る
特

定
権
利
利
益
、
当
該
措
置
の
対
象
者
及
び

延
長
後
の
満
了
日
を
指
定
す
る
件

（
同
一
一
一
三
）

〇
水
先
人
に
免
許
を
与
え
た
件

（
同
一
一
一
四
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

復
興
庁

文
部
科
学
省

最
高
裁
判

所

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
福
井
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
、
奈
良
同

二
、
福
岡
同
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
税
理
士
等
で
な
い
者
が
税
務
相
談

を
行
っ
た
場
合
の
命
令
、
建
設
業
の
許
可

の
取
消
処
分
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他


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